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 胃がん検診では内視鏡法が普及する一方、処理能力が高い X 線法も引き続き有力なスク

リーニング検査として活用されている。しかし、胃 X 線検査は日常の消化器診療で行われ

る機会が減少し，それに伴う新たな問題も浮上した。本講演では胃 X 線検診の撮影、読影、

読影補助の三つの視点から、胃 X 線検診について考察する。 

・撮影について： 胃 X 線検診では、「新・胃 X 線撮影法ガイドライン」で示された標準撮

影法が推奨されている。講演序盤に撮影手技を提示する。 

・読影について： 背景粘膜（胃固有腺と腸上皮化生）・胃癌の組織型（未分化型と分化型）・

肉眼型（陥凹型と隆起型）を踏まえた診断法は「胃癌の三角」と呼ばれ、特に早期胃癌の読

影に有効である。これに加えて近年では、胃癌リスクに深く関与する H. pylori 胃炎の X 線

読影法も確立した。これらを踏まえた X 線読影法を説明する。 

・胃 X 線検診読影補助について： 読影補助認定技師とは、本学会が認定する胃がん検診

専門技師の上位資格で、X 線検診画像の読影判定（カテゴリー）を技師レポートとして提出

できる。講演の後半では、読影補助について概説する。 


